
【感動ある学校】   共みがき   【感動できる生徒】 
 

 

              『３学期に向けて』         校長 小林 英樹 

３学期がスタートして１か月経ちました。現在学校では、３年生は私立高校の入試が始まり、気

を抜く暇のない時期となっています。１，２年生は３年生からバトンを引き継ぎ、新生徒会役員の

リーダーシップのもと、新たな伊佐中学校の伝統づくりのスタートを切りました。 

さて、２学期末に保護者、地域の方のご協力で第２回学校評価アンケートを行いました。その結

果についてご報告いたします。 

       令和２年度 後期学校評価集計結果    （肯定率：％） 
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授業づくり ９７ ９４ ９5 ９６ 100 ９7 100 100 100 100 100 100 

家庭学習 ９７ ８９ ９3 ９４ 100 ９5 100 100 100 100 100 100 

読書活動 ８８ ８３ ７６ ９０ ９７ ８6 ９１ ８８ 100 ９２ ９０ 100 

地域人材 ９７ ８２ ８7 ８２ ９４ ９7 ８２ ８９ ９３ ９２ 100 ８２ 

こころ 

あいさつ ９７ ９７ ９８ ８８ ９４ ９7 ９１ ７３ 100 100 100 100 

体験活動 ８７ ７４ ９０ ９７ ９４ ９3 100 100 ９３ ９２ ９０ 100 

生徒指導 100 ９４ ９５ ９１ 100 ８9 ９１ ８９ 100 100 100 100 

道徳時間 100 ９７ 100 ９１ ９７ ８9 100 ８８ 100 100 100 100 

からだ 

体力づくり ８５ ７８ ７６ ８７ ８８ ８４ 100 100 100 100 ９０ ９１ 

食  育 ９１ ８１ ８８ ９３ ９３ ８6 100 100 100 ８３ ９０ 100 

生活習慣 ９１ ８２ ８８ ９３ 100 ９４ 100 100 100 100 100 100 
 
◆考 察 
 
【まなび】 

〇 全ての項目において、生徒の肯定率が前期の結果をさらに上回っています。ねらいと振り返り 
を重視した授業づくりを通して、授業改善に取り組んできた結果が徐々に表れてきたように思い 
ます。また、3年生の進路へ向けた意識の向上とともに、全学年で自主学習の内容が充実してき 
ています。 

 〇 ユニット型研修の実施は、小中教員、地域の方々の参観、協議ができコミュニティ・スクール 
としての重要な役割を果たすことができました。 

● 地域人材の活用については、定期テスト週間中の学習ボランティアや図書館ボランティアの活 
用をしましたが、新型コロナウイルスの影響からそれ以外の場面での地域人材の活用ができてい 
ないのが実情です。今後は活用の仕方の工夫など検討していきたいと思います。 

【こころ】 

〇 全ての項目において、生徒及び地域の方々の肯定率が前期の結果を上回っています。あいさつ 
については、引き続き小中合同あいさつ運動に加え、地域の方々を交えたあいさつ運動も考えて 
いくなど校内外にかかわらず気持ちのよいあいさつをめざしていきたいと思います。 

〇 運動会、文化祭などの大きな行事の成功体験から、より一層生徒の自主性や自治力がついてき 
たように感じています。校内の掲示にも工夫が見られ、温かい雰囲気の中、学校生活を送ってお 
り、生徒の心の成長を感じます。今後も一人ひとりに寄り添った生徒指導の充実に努めていきた 
いと思います。 

【からだ】 

〇 全ての項目において、生徒の肯定率が前期の結果を上回っています。制約はあるものの各種大 
会が実施されるようになり、部活動にも活気がみられるようになってきました。また、2学期末 
には、生徒の発案でクラスマッチを実施することができました。 

● 新型コロナウイルスの影響から、新体力テスト、給食試食会を実施することができませんでし 
た。 
 

 

        

伊佐中コミュニティだより 

 

２０２１年 ２月号 

美祢市立伊佐中学校 

＊今月の「ちょっといい話」はお休みします。 



 

１２月２２日（火）に、「全校クラスマッチ」が行

われ、クラスや男女対抗でチームをつくり、ドッジボ

ールで競われました。今回のクラスマッチは、生徒会

が設置している意見箱「アイディアボックス」に寄せ

られたリクエストをもとに実現したものです。生徒会

役員が中心となって、競技ルールや対戦カード、タイ

ムスケジュールなどを企画・立案し、当日の運営につ

いても生徒たち自らが行いました。どの対戦も大いに

盛り上がり、白熱したゲームが繰り広げられました。

今回のクラスマッチが、旧生徒会役員にとって最後の

行事となりました。クラスマッチの最後には、サプラ

イズで新生徒会役員から旧生徒会役員に、心温まる

「感謝状」が贈られ、会場全体がとても温かい雰囲気

に包まれました。伊佐中のみんながもっている熱いエ

ネルギー改めて実感することができた行事となりまし

た。これからも、今回のクラスマッチのように、生徒

たち自らの手で様々な企画や活動が行われていくこと

を楽しみにしています。 

 

 

  

１２月２４（木）に、２学期終業式に先立ち、

「生徒会役員退任式・任命式」が行われました。 

始めに、旧役員全員から退任のあいさつがありまし

た。一人ひとりから、これまでの思い出や感謝の気

持ちがたくさん詰まったあいさつが述べられまし

た。特に、旧生徒会長の３年生山下さんの「伊佐中

に入学してきて本当によかったです。」という言葉

がとても印象的で、熱い気持ちになりました。 

続いて、校長先生から新役員一人ひとりに任命書

が授与され、新役員から旧役員へ花束が、旧役員か

ら新役員へファイルが、それぞれ手渡されました。 

最後に、新生徒会長の２年生上田さんから、全校

生徒へメッセージが送られ、「みんなで一緒にがん

ばっていきましょう。」という言葉に、これから全

校生徒みんなで、より良い学校づくりに邁進してい

きたいという力強い意志を感じました。旧役員への

「感謝」、そして、新役員の「決意」に満ちた式と

なりました。 

 

下の写真は、１年生の国語の授業で行われた「エ

プロンシアター」と呼ばれるものです。物語の朗

読にあわせて、絵本に見立てたエプロンの飾りや

マスコットを動かして物語を表現するグループ活

動です。生徒一人ひとりが仲間と協力しながら主

体的に学習に取り組み、「表現力」や「読む力」

を育成することを目的として行われた授業です。

今後も「主体的・対話的で深い学び」の創造に向

けて、各教科の授業において、さらなる授業改善

を図っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

１日（月） 振替週休日 

  ２日（火） 月例集会 

３日（水） 職員会議 

 ４日（木） 安全保健委員会 

９日（火） 公立高校推薦入試 

１２日（金） 第３回ＰＴＡ役員会 

公立高校志願登録(～１７日(水)) 

１５日（月） 入学説明会(伊佐小) 

１７日（水） 研修職員会議 

      公立高校推薦発表・志願倍率発表 

１８日（木） 学年末テスト発表(１，２年生) 

２２日（月） 公立高校一次出願(～２６日(金)) 

２４日（水） 専門委員会 

２５日（木） 学年末テスト①(１，２年生) 

２６日（金） 学年末テスト②(１，２年生) 

   直前テスト(３年生） 

全校クラスマッチ 
 

生徒会役員退任式・任命式 
 

学校だよりへのご意見・ご要望等がございましたら、 

伊佐中学校までお願いします。 

美祢市立伊佐中学校 教頭 冨工 

TEL  52-0307 FAX  52-1608 
E-mailisa-j@c-able.ne.jp 
URL http://www.c-able.ne.jp/~isa-j/ 

２月の行事予定 

  

エプロンシアター 
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